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改善の内容 

全車両、アンテナ線の取り付け状態を確認し、リアシートベルトリトラクター（左）と車体の間に挟まれている場合は、

ＴＰＭＳアンテナ（アンテナ線一体）を新品に交換する。 

 

 

識別 ： 運転者席側ドアロック・ストライカ付近に当該リコールの識別ステッカを貼付する。 

ＴＰＭＳ（タイヤ空気圧監視システム）アンテナにおいて、部品組付け順序が不適切なため、アンテナ線

がリアシートベルトリトラクター（左）と車体との間に挟まれて組付けられているものがある。そのため、使

用過程で受ける走行振動によりアンテナ線が損傷し短絡すると、警告灯が点灯してＴＰＭＳが適切に機

能せず、保安基準に適合しないおそれがある。 

注：      対策部位 

 

基準不適合部位 

TPMSアンテナ 

（アンテナ線一体） 

 

シートベルト 

リトラクター（左） 

挟み込み箇所 

アンテナ線 


